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芥
川
龍
之
介
「
報
恩
記
」
論

　
　
　
　
　
―
―〈
探
偵
小
説
〉
と
〈
忍
者
小
説
〉
を
架
橋
す
る

乾　
　

英
治
郎

序

　

芥
川
龍
之
介
の
短
篇
小
説
﹁
報
恩
記
﹂︵﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
二
二
・
四
︶
は
、
桃

山
時
代
の
京
都
を
舞
台
と
し
た
時
代
小
説
で
あ
る
。

　

│
│
京
を
騒
が
す
大
泥
棒
・
阿
馬
港
甚
内
は
、
か
つ
て
の
命
の
恩
人
で
あ
る
貿
易

商
・
北
条
屋
弥
三
右
衛
門
が
一
家
離
散
の
危
機
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
大
金

を
調
達
し
て
こ
れ
を
救
う
。
弥
三
右
衛
門
に
は
弥
三
郎
︵
洗
礼
名
は
﹁
ぽ
う
ろ
﹂︶

と
い
う
勘
当
息
子
が
お
り
、
悪
行
三
昧
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
。
か
ね
て
か
ら
甚
内

に
憧
れ
て
い
た
弥
三
郎
は
、
一
家
の
恩
返
し
を
口
実
に
甚
内
に
近
づ
き
、
手
下
に
し

て
欲
し
い
と
申
し
入
れ
る
が
一
蹴
さ
れ
る
。﹁
貴
様
な
ぞ
の
恩
に
は
な
ら
ぬ
﹂
と
い

う
甚
内
に
、弥
三
郎
は
何
と
し
て
で
も
恩
を
売
る
こ
と
を
誓
う
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
、

病
で
余
命
幾
ば
く
も
な
い
弥
三
郎
は
、故
意
に
役
人
に
捕
ら
え
ら
れ
、﹁
阿
馬
港
甚
内
﹂

と
し
て
首
を
は
ね
ら
れ
る
。
弥
三
右
衛
門
は
、
息
子
が
一
家
の
恩
人
で
あ
る
甚
内
へ

の
報
恩
を
果
た
し
た
の
だ
と
解
釈
す
る
が
、
弥
三
郎
の
真
意
は
、
甚
内
に
恩
を
売
る

と
共
に
、﹁
日
本
第
一
の
大
盗
人
﹂
の
名
声
を
簒
奪
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
│
│
。

　

①
﹁
阿
馬
港
甚
内
の
話
﹂
②
﹁
北
条
屋
弥
三
右
衛
門
の
話
﹂
③
﹁﹁
ぽ
う
ろ
﹂
弥

三
郎
の
話
﹂
の
三
章
構
成
で
、
前
年
発
表
の
﹁
藪
の
中
﹂︵﹃
新
潮
﹄
一
九
二
一
・
一
︶

と
同
様
、
独
白
体
形
式︶

1
︵

で
書
か
れ
て
い
る
︵
以
下
、
本
文
引
用
箇
所
の
末
尾
の
数
字

は
章
を
意
味
す
る
︶。

　
﹁﹁
報
恩
記
﹂
の
中
心
的
な
人
物
は
、
命
を
落
と
し
た
弥
三
郎
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
最
後
の
弥
三
郎
の
告
白
が
こ
の
テ
ク
ス
ト
の
中
心
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
﹂︶

2
︵

と
い
う
評
言
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
作
は
弥
三
郎
の
﹁
報
恩
﹂
を
巡
る

物
語
と
し
て
、
一
般
的
に
は
読
ま
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
阿
馬
港
甚
内
を
﹁
主
人
公
﹂

と
捉
え
、﹁
報
恩
記
﹂
の
中
に
一
種
の
︿
探
偵
小
説
﹀
味
を
見
出
し
た
の
は
、
江
戸

川
乱
歩
で
あ
る
。
乱
歩
は
﹃
日
本
推
理
小
説
大
系
1
︵
明
治
大
正
集
︶﹄︵
東
都
書
房
、

一
九
六
〇
・
一
二
︶を
編
む
際
に
、芥
川
作
品
の
中
か
ら﹁
藪
の
中
﹂と
共
に﹁
報
恩
記
﹂

を
採
録
し
、﹁
解
説
﹂
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

復
讐
の
た
め
に
恩
返
し
を
す
る
と
い
う
逆
説
的
な
テ
ー
マ
で
、
恩
返
し
を
さ
せ

ら
れ
る
主
人
公
は
日
本
流
に
い
え
ば
義
賊
、
西
洋
流
に
い
え
ば
ア
ル
セ
ー
ヌ
・

ル
パ
ン
で
あ
り
、
こ
の
主
人
公
と
い
い
、
結
末
の
意
外
性
と
い
い
、
や
は
り
探

偵
小
説
愛
好
家
を
も
喜
ば
せ
る
作
品
で
あ
る
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、﹁
報
恩
記
﹂
が
︿
探
偵
小
説
﹀
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
て
い

る
と
い
う
事
実
は
、
芥
川
研
究
史
上
で
は
殆
ど
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
阿
媽
港
甚
内
は
﹁
忍
術
を
使
ふ
﹂
と
世
間
で
噂
さ
れ
て
い
る
人
物
で
も
あ

る
。﹁
報
恩
記
﹂
は
芥
川
文
学
に
お
け
る
唯
一
の
︿
忍
者
小
説
﹀
と
し
て
の
潜
在
的

な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
阿
馬
港
甚
内
を
主
人
公
格
に
し
た
ピ
カ
レ
ス
ク
・
ロ
マ
ン
と
し
て
﹁
報

恩
記
﹂
を
読
む
こ
と
を
試
み
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、︿
探
偵
小
説
﹀
お
よ
び
︿
忍

者
小
説
﹀
と
し
て
﹁
報
恩
記
﹂
を
読
み
替
え
る
と
同
時
に
、
芥
川
に
お
け
る
大
衆
文

化
受
容
の
一
端
を
探
り
た
い
と
思
う
。
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一　
〈
義
賊
〉
と
し
て
の
阿
馬
港
甚
内

　
﹁
報
恩
記
﹂
の
物
語
の
発
端
は
、
盗
賊
で
あ
る
筈
の
阿
馬
港
甚
内
が
、
侵
入
し
た

先
の
北
条
屋
三
右
衞
門
の
窮
状
を
救
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
江
戸
川
乱
歩
が
阿
馬
港
甚

内
を
﹁
義
賊
﹂
と
見
た
の
も
当
然
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
筋
立
て
は
二
代
目
松
林
伯

円
の
講
談
﹁
緑
林
五
漢
録
│
鼠
小
僧
﹂︵
一
八
一
五
︶
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ

と
を
、
川
野
良
は
指
摘
し
て
い
る︶

3
︵

。
鼠
小
僧
と
い
え
ば
、
芥
川
は
本
作
以
前
に
﹁
鼠

小
僧
次
郎
吉
﹂︵﹃
中
央
公
論
﹄
一
九
二
〇
・
一
︶
と
い
う
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。

鼠
小
僧
の
偽
物
に
本
物
︵
を
自
称
す
る
人
物
︶
が
灸
を
据
え
る
と
い
っ
た
内
容
だ
が
、

雑
誌
﹃
改
造
﹄
の
一
九
二
〇
年
三
月
号
の
次
号
予
告
に
﹁
芥
川
龍
之
介
﹁
鼠
小
僧
次

郎
吉
︵
二
︶﹂
と
あ
り
、
続
編
が
構
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。﹁
手
帳
﹂
3
の
見

開
き
6
に﹁
〇
第
二
鼠
小
僧　

分
銅
伊
勢
屋
の
子　

復
讐
的
﹂／
〇
恩
返
し
の
心︵
親

分
の
手
助
け
を
し
た
い
︶﹂と
い
う
メ
モ
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、﹁
分
銅
伊
勢
屋
﹂を﹁
北

条
屋
﹂
に
置
き
換
え
れ
ば
、﹁
報
恩
記
﹂
の
プ
ロ
ッ
ト
と
読
み
替
え
得
る
。
山
梨
県

立
文
学
館
所
蔵
の
﹁
鼠
小
僧
次
郎
吉
﹂
の
草
稿
お
よ
び
関
連
草
稿
﹁
復
讐
﹂
は
断
片

的
な
も
の
だ
が
、
メ
モ
に
あ
る
構
想
に
沿
っ
て
執
筆
さ
れ
た
と
思
し
い
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
既
に
高
橋
博
史︶

4
︵

・
川
野
良︶

5
︵

・
奥
野
久
美
子︶

6
︵

ら
の
指
摘
が
あ
る
通
り
、﹁
鼠

小
僧
次
郎
吉
︵
二
︶﹂
の
プ
ロ
ッ
ト
が
﹁
報
恩
記
﹂
の
原
型
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

で
は
、
芥
川
は
一
度
破
棄
し
た
構
想
を
何
故
、
二
年
後
に
復
活
さ
せ
た
の
か
︵
こ

の
﹁
二
年
﹂
と
い
う
歳
月
は
、﹁
報
恩
記
﹂
の
作
品
内
の
時
間
の
流
れ
と
も
重
な
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
︶。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
む
の
が
、﹁
報
恩
記
﹂

の
発
表
月
に
開
催
さ
れ
た
講
演
﹁
ロ
ビ
ン
・
ホ
ッ
ド
﹂︵
一
九
二
二
・
四
・
一
三
︶
で

あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
皇
太
子
来
日
を
記
念
し
て
、
春
陽
堂
の
文
芸
誌
﹃
新
小
説
﹄
の
主

催
で
行
わ
れ
た
英
文
学
講
演
会
に
、
芥
川
は
講
師
と
し
て
招
か
れ
た
。
当
初
予
定
さ

れ
て
い
た
講
演
題
目
は
﹁
英
吉
利
の
泥
棒
﹂
だ
っ
た
が
、
少
々
穏
健
な
も
の
に
落
ち

着
い
た
。
内
容
は
、
イ
ギ
リ
ス
史
上
名
高
い
五
人
の
盗
賊
の
行
状
に
つ
い
て
解
説
し

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
﹁
礼
儀
が
正
し
い
か
ら
礼
賊
﹂
と
芥
川
が
呼
ぶ
﹁
ロ

オ
ド
・
デ
ユ
ヴ
ア
ル
に
、
デ
イ
ツ
ク
・
タ
ア
ビ
ン
﹂
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
講
演

の
種
本
がC

harles　

M
ackay

の
著
作
﹃M

em
orys of E

xtraordinary Popular 

D
elusions

﹄
中
の
一
章
﹁Popular A

dm
iration of G

reat T
hieves

﹂
で
あ
る
こ

と
を
海
保
眞
夫
は
明
ら
か
に
し
て
い
る︶

7
︵

。
海
保
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
犯
罪
者

崇
拝
は
一
七
～
八
世
紀
に
は
犯
罪
文
学
と
も
称
す
べ
き
一
種
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
が
生

み
だ
し
て
お
り
、
芥
川
の
講
演
﹁
ロ
ビ
ン
・
ホ
ッ
ド
﹂
は
﹁
こ
の
種
の
文
学
趣
味
を

日
本
に
導
入
す
る
に
あ
た
っ
て
、
は
か
ら
ず
も
先
駆
的
役
割
を
担
っ
た
﹂
と
い
う
。

日
本
の
犯
罪
小
説
史
に
芥
川
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
を
持
つ
、
貴
重
な
講
演
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
中
で
芥
川
は
日
本
の
大
泥
棒
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い

る
。

偉
い
泥
棒
を
讃
歎
す
る
こ
と
は
必
し
も
英
吉
利
国
民
に
限
つ
た
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ぬ
、
日
本
で
も
石
川
五
右
衛
門
で
あ
り
ま
す
と
か
、
鼠
小
僧
次
郎
吉
だ
と

か
、
古
来
有
名
な
大
泥
棒
が
沢
山
あ
り
ま
す
や
う
に
、
西
洋
で
も
仏
蘭
西
、
独

逸
、
伊
太
利
、
西
班
牙
、
到
る
所
に
偉
い
泥
棒
が
沢
山
居
り
ま
す
、
何
故
泥
棒

が
民
衆
に
人
望
が
好
い
か
と
申
し
ま
す
と
、
其
泥
棒
と
云
ふ
も
の
は
其
泥
棒
を

行
う
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
、
勇
敢
な
る
行
為
で
す
な
、
泥
棒
の
勇
敢
な
る
こ
と
は
最
も

民
衆
に
睹
易
い
。
︵
中
略
︶
日
本
の
評
判
の
良
い
泥
棒
は
何
等
か
の
点
で
必
ず

人
道
主
義
者
で
あ
り
ま
す
、
唯
強
い
ば
か
り
の
泥
棒
で
後
代
に
嘖
々
た
る
名
声

を
博
し
て
居
る
泥
棒
は
あ
り
ま
せ
ぬ
、
鼠
小
僧
を
御
覧
な
さ
い
、
貧
乏
人
に
金

を
恵
ん
で
居
る
で
あ
り
ま
せ
う
、
石
川
五
右
衛
門
も
実
際
の
場
合
は
知
り
ま
せ

ぬ
が
、
芝
居
で
見
る
と
、
義
理
人
情
を
弁
へ
て
居
る
愛
す
べ
き
泥
棒
で
あ
り
ま

す
。︵
傍
線
稿
者
。
以
下
同
︶

　

一
九
二
二
年
当
時
の
﹁
義
賊
﹂
に
対
す
る
芥
川
の
興
味
の
高
ま
り
│
│
あ
る
い
は

前
掲
の
﹁Popular A

dm
iration of G

reat T
hieves

﹂
に
即
発
さ
れ
て
の
こ
と
な
の

か
も
し
れ
な
い
│
│
に
伴
い
、
一
度
は
破
棄
さ
れ
た
﹁
鼠
小
僧
次
郎
吉
﹂
続
編
の
構
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想
が
見
直
さ
れ
、こ
れ
を
元
に
し
た
﹁
報
恩
記
﹂
に
結
実
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

阿
馬
港
甚
内
は
犯
罪
者
で
は
あ
る
が
、﹁
義
理
人
情
﹂
と
﹁
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
﹂
を
備
え
た
、

大
衆
好
み
の
︿
義
賊
﹀
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
③
で
弥
三
郎
か
ら
手
下
に
し
て
欲
し
い

と
依
頼
さ
れ
る
場
面
で
は
、﹁
人
道
主
義
者
﹂
と
し
て
の
側
面
を
垣
間
見
せ
る
。﹁
ど

う
か
わ
た
し
を
使
っ
て
下
さ
い
︵
中
略
︶
人
も
二
三
人
は
殺
し
て
見
ま
し
た
。
ど
う

か
わ
た
し
を
使
っ
て
下
さ
い
。
わ
た
し
は
あ
な
た
の
為
な
ら
ば
、
ど
ん
な
仕
事
で
も

し
て
見
せ
ま
す
。
伏
見
の
城
の
白
孔
雀
も
、
盗
め
と
云
へ
ば
、
盗
ん
で
来
ま
す
。﹃
さ

ん
・
ふ
ら
ん
し
す
こ
﹄
の
寺
の
鐘
楼
も
、
焼
け
と
云
へ
ば
焼
ゐ
て
来
ま
す
。
右
大
臣

家
の
姫
君
も
、拐
せ
と
云
へ
ば
拐
し
て
来
ま
す
。奉
行
の
首
も
取
れ
と
云
え
ば
、︱
︱
﹂

と
懇
願
す
る
弥
三
郎
を
甚
内
ば
蹴
倒
し
﹁
莫
迦
め
！
﹂
と
一
喝
す
る
。
そ
れ
で
も
懇

願
を
続
け
る
弥
三
郎
を
再
度
蹴
り
倒
し
、﹁
親
孝
行
で
も
し
ろ
！
﹂
と
言
い
捨
て
る
。

す
な
わ
ち
、
自
ら
の
非
道
性
を
誇
る
弥
三
郎
に
対
し
、
甚
内
は
﹁
親
孝
行
﹂
と
い
う

徳
目
を
持
ち
出
し
て
叱
責
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
弥
三
郎
を
悪
の
道
か
ら
遠
ざ
け
る

こ
と
で
、
そ
の
父
で
あ
る
弥
三
右
衛
門
に
対
す
る
﹁
報
恩
﹂
の
一
環
と
し
た
い
と
い

う
意
図
も
働
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
甚
内
の
教
育
的
指
導
は
弥
三
郎
の
復
讐
心

に
火
を
点
け
た
と
い
う
意
味
で
は
、
完
全
に
裏
目
に
出
た
が
、
非
道
を
快
く
思
わ
な

い
高
貴
な
精
神
性
を
読
者
に
印
象
付
け
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
。

　

阿
馬
港
甚
内
の
盗
賊
と
し
て
の
最
大
の
特
徴
は
、﹁
侍
、
連
歌
師
、
町
人
、
虚
無
僧
、

︱
︱
何
に
で
も
姿
を
変
へ
る
﹂︵
③
︶
こ
と
│
│
す
な
わ
ち
変
装
の
名
人
と
い
う
点

に
あ
る
。
こ
う
し
た
属
性
は
鼠
小
僧
に
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
怪
盗
紳
士

ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

　

変
装
を
得
意
と
す
る
怪
盗
は
ル
パ
ン
以
外
に
も
、
同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
の
大
衆
文
学

か
ら
生
ま
れ
た
ジ
ゴ
マ
や
フ
ァ
ン
ト
マ
が
お
り
、
彼
ら
を
主
人
公
に
し
た
無
声
映
画

が
一
九
一
〇
年
代
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
、
大
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
当
然
、
芥
川
の
耳
目
に
も
触
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た

だ
し
、
ジ
ゴ
マ
や
フ
ァ
ン
ト
マ
は
殺
人
を
平
気
で
犯
す
凶
賊
で
あ
る
点
が
、
血
を
好

ま
な
い
ル
パ
ン
と
は
大
き
く
異
な
る
。
阿
媽
港
甚
内
も
ま
た
、
対
話
の
相
手
で
あ
る

南
蛮
寺
の
伴
天
連
や
北
条
屋
弥
三
右
衛
門
に
対
す
る
態
度
は
、
知
的
で
紳
士
的
で
あ

る
。﹁
報
恩
記
﹂
の
成
立
事
情
か
ら
見
て
、
阿
媽
港
甚
内
の
直
近
の
モ
デ
ル
は
鼠
小

僧
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
に
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
の
変
装
技
術
と
貴
族
性

が
加
わ
る
こ
と
で
、
無
数
の
顔
を
持
つ
︿
義
賊
﹀
が
誕
生
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

芥
川
の
ル
パ
ン
に
関
す
る
言
及
と
し
て
は
、随
筆
﹁
骨
董
羮
﹂
の
﹁
柔
術
﹂︵﹃
人
間
﹄

一
九
二
〇
・
四
︶
の
章
に
﹁
モ
オ
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
が
探
偵
小
説
の
主
人
公
侠
賊
リ
ュ

パ
ン
が
柔
術
に
通
じ
た
る
も
、
日
本
人
よ
り
学
び
し
と
ぞ
﹂
と
あ
る
。
一
九
〇
五
年

に
始
ま
る
ル
パ
ン
シ
リ
ー
ズ
は
、
明
治
期
に
は
舞
台
を
日
本
に
置
き
換
え
る
形
で
翻

案
さ
れ
て
い
た
が
、
本
格
的
な
翻
訳
と
し
て
は
一
九
一
六
年
の
後
藤
末
雄
・
鵜
来
島

保
訳
﹃
変
装
紳
士
﹄
が
最
も
早
い
と
さ
れ
る
。
後
藤
は
芥
川
の
中
学
・
高
校
・
大
学

を
通
じ
て
の
先
輩
に
あ
た
り
、
芥
川
が
第
一
短
編
集
﹃
羅
生
門
﹄︵
一
九
一
七
・
六
︶

を
刊
行
し
た
際
に
は
、
献
本
を
受
け
て
い
る
。
芥
川
が
﹃
変
装
紳
士
﹄
を
読
ん
だ
と

い
う
証
拠
は
な
い
が
、一
九
一
八
～
二
三
年
に
か
け
て
保
篠
龍
緒
訳
﹃
ア
ル
セ
ー
ヌ
・

ル
パ
ン
叢
書
﹄
が
刊
行
さ
れ
て
﹁
ル
パ
ン
﹂
と
い
う
表
記
が
世
間
に
定
着
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
芥
川
は
﹃
変
装
紳
士
﹄
で
用
い
ら
れ
た
﹁
リ
ュ
パ
ン
﹂
と
い
う

表
記
を
使
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
短
篇
﹁
十
円
札
﹂︵﹃
改
造
﹄
一
九
二
四
・
九
︶

に
は
、
登
場
人
物
の
一
人
が
﹁
悠
々
と
モ
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
の
探
偵
小
説
を
読
み
耽

つ
て
ゐ
る
﹂
場
面
が
あ
る
が
、
芥
川
は
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
モ
オ
リ
ス
・
ル
ブ
ラ

ン
全
集
﹄︵
随
筆
社
、一
九
二
四
︶の
監
修
者
の
一
人
で
あ
る
と
い
う︶

8
︵

。
ま
た
随
筆﹁
一

人
一
語
﹂︵﹃
文
芸
春
秋
﹄
一
九
二
五
・
一
二
︶
は
、
西
洋
の
探
偵
小
説
に
つ
い
て
の

所
感
を
述
べ
た
も
の
だ
が
、﹁
僕
は
探
偵
小
説
で
は
最
も
古
い
ガ
ボ
リ
オ
に
最
も
親

し
み
を
持
つ
て
ゐ
る
。
ガ
ボ
リ
オ
の
名
探
偵
ル
コ
ツ
ク
は
シ
ャ
ア
ロ
ツ
ク
・
ホ
オ
ム

ズ
や
ア
ル
セ
エ
ヌ
・
リ
ユ
パ
ン
の
や
う
に
人
間
離
れ
し
た
所
を
持
つ
て
ゐ
な
い
﹂
と
、

や
や
否
定
的
な
形
で
ル
パ
ン
の
名
前
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
芥
川
は
ル
パ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
﹁
人
間
離
れ
﹂
し
た
﹁
侠
賊
﹂
が
活
躍
す
る
﹁
探
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偵
小
説
﹂
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
仮
に
﹁
報
恩
記
﹂
が
そ
の
影
響
下
に
あ

る
と
す
れ
ば
、そ
こ
に
は
芥
川
な
り
の
︿
探
偵
小
説
﹀
趣
味
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

二　
〈
探
偵
小
説
〉
と
し
て
の
「
報
恩
記
」

　

こ
こ
で
は
ま
ず
、︿
探
偵
小
説
﹀
と
し
て
の
﹁
報
恩
記
﹂
の
受
容
状
況
を
確
認
し

て
み
た
い
。
以
下
に
、
芥
川
作
品
を
収
録
し
た
探
偵
小
説
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
集
を
並
べ

る
︵
収
録
作
は
芥
川
作
品
の
み
を
掲
げ
、﹁
報
恩
記
﹂
を
ゴ
チ
ッ
ク
体
と
す
る
︶。

1
、﹃
日
本
探
偵
小
説
全
集
20
︵
佐
藤
春
夫
・
芥
川
龍
之
介
集
︶﹄︵
改
造
社
、

一
九
二
九
・
六
︶

　
　

開
化
の
良
人
・
開
化
の
殺
人
・
妙
な
話
・
黒
衣
聖
母
・
影
・
奇
怪
な
再
会

2
、
木
々
高
太
郎
編
﹃
春
の
夜　

其
の
他
︵
推
理
小
説
叢
書
3
︶﹄︵
雄
鶏
社
、

一
九
四
六
・
七
︶

　
　

春
の
夜
・
お
富
の
貞
操
・
三
右
衛
門
の
罪
・
南
京
の
基
督
・
舞
踏
会
・
鼠
小
僧

次
郎
吉
・
魔
術
・
妖
婆
・
歯
車
・
或
阿
呆
の
一
生
・
或
旧
友
へ
送
る
手
記
︵
後

記
／
木
々
高
太
郎
︶

3
、
江
戸
川
乱
歩
他
編
﹃
日
本
推
理
小
説
大
系
1
︵
明
治
大
正
集
︶﹄︵
東
都
書
房
、

一
九
六
〇
・
一
二
︶

　
　

藪
の
中
・
報
恩
記
︵
解
説
／
江
戸
川
乱
歩
︶

4
、﹃
文
豪
ミ
ス
テ
リ
傑
作
選　

芥
川
龍
之
介
集
﹄︵
河
出
文
庫
、
一
九
九
八
・
七
︶

　
　

開
化
の
殺
人
・
奉
教
人
の
死
・
開
化
の
良
人
・
疑
惑
・
魔
術
・
未
定
稿
・
黒
衣

聖
母
・
影
・
妙
な
話
・
ア
グ
ニ
の
神
・
奇
怪
な
再
会
・
藪
の
中
・
報
恩
記　

5
、
山
前
譲
編
﹃
文
豪
の
探
偵
小
説
﹄︵
集
英
社
文
庫
、
二
〇
〇
六
・
一
一
︶,

　
　

報
恩
記

6
、﹃
日
本
探
偵
小
説
全
集
11
︵
名
作
集
1
︶﹄︵
創
元
推
理
文
庫
、
一
九
九
六
・
六
︶

　
　

藪
の
中
︵
解
説
／
北
村
薫
編
︶

　
﹃
日
本
推
理
小
説
大
系
1
﹄
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
日
本
探
偵
小
説
全
集
20
﹄﹃
春

の
夜　

其
の
他
︶﹄
で
は
﹁
藪
の
中
﹂﹁
報
恩
記
﹂
と
も
に
未
収
録
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
以
降
の
作
品
集
で
は
い
ず
れ
か
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、
採
択

者
で
あ
る
江
戸
川
乱
歩
の
影
響
力
が
改
め
て
実
感
さ
れ
る
。﹁
藪
の
中
﹂﹁
報
恩
記
﹂

は
乱
歩
に
よ
っ
て
︿
探
偵
小
説
﹀
と
し
て
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
乱
歩
は
﹃
日
本
推
理
小
説
大
系
1
﹄
の
﹁
解
説
﹂
の
中
で
、﹁
藪
の
中
﹂

に
関
し
て
は
﹁
数
人
の
陳
述
が
相
矛
盾
す
る
と
い
う
人
間
世
界
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
を

描
い
て
い
る
が
、
そ
こ
に
犯
罪
の
謎
を
追
う
面
白
さ
が
あ
り
、
濃
厚
な
探
偵
小
説
味

が
感
じ
ら
れ
る
﹂
と
い
う
形
で
﹁
探
偵
小
説
味
﹂
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、﹁
報
恩
記
﹂に
つ
い
て
は﹁
探
偵
小
説
愛
好
家
を
も
喜
ば
せ
る
作
品
﹂︵
前
出
︶

と
言
っ
て
い
る
点
に
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。﹁
を
も
﹂
と
い
う
言
葉
の
中
に
は
、

本
来
は
探
偵
小
説
で
は
な
い
が
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

　

甲
賀
三
郎
は
﹁
探
偵
小
説
講
話
︱
︱
ま
え
書
﹂︵﹃
ぷ
ろ
ふ
い
る
﹄
一
九
三
五
・
一
︶

の
中
で
﹁
本
格
探
偵
小
説
﹂
を
﹁
犯
罪
捜
査
小
説
で
あ
り
、
そ
れ
に
適
当
な
謎
と
ト

リ
ツ
ク
を
配
し
、
読
者
に
推
理
を
楽
し
ま
せ
る
﹂
も
の
と
定
義
し
て
い
る
。﹁
犯
罪

捜
査
﹂
と
い
う
要
素
を
持
た
な
い
﹁
報
恩
記
﹂
は
、
当
然
な
が
ら
こ
れ
に
該
当
し
な

い
。
栗
田
卓
は
芥
川
の
Ｅ
・
Ａ
・
ポ
ー
受
容
を
精
緻
に
跡
付
け
つ
つ
、﹁
犯
罪
﹂
の

行
為
者
を
﹁
科
学
的
﹂
に
︿
群
衆
﹀
の
中
か
ら
析
出
す
る
と
い
う
要
素
を
芥
川
が
決

定
的
に
取
り
こ
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
原
因
を
芥
川
の
︿
大
衆
﹀
と
の

距
離
感
︵
忌
避
感
︶
に
求
め
て
い
る︶

9
︵

。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、﹁
藪
の
中
﹂

と
は
﹁
犯
罪
者
﹂
の
析
出
の
不
可
能
性
を
問
う
物
語
で
あ
り
、﹁
報
恩
記
﹂
に
お
け

る
阿
馬
港
甚
内
は
変
装︵
＝
個
性
の
抹
消
・
隠
匿
︶と
い
う
行
為
に
よ
っ
て︿
大
衆
﹀︵
＝

匿
名
の
集
団
︶
の
中
に
溶
け
込
み
、
し
か
も
そ
れ
を
名
指
し
︵
析
出
︶
す
る
探
偵
役

は
不
在
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
い
ず
れ
も
反
︿
探
偵
小
説
﹀
的
と
す
ら
思

わ
れ
る
。

　

し
か
し
、﹁
藪
の
中
﹂
が
強
盗
殺
人
事
件
を
主
題
と
し
た
︿
犯
罪
小
説
﹀
で
あ
る
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の
と
同
様
に
、﹁
報
恩
記
﹂
も
ま
た
、
稀
代
の
盗
賊
で
あ
る
阿
媽
港
甚
内
と
、
彼
を

社
会
的
に
抹
殺
す
る
た
め
に
命
懸
け
の
奇
策
を
仕
掛
け
た
小
悪
党
・
弥
三
郎
の
、
二

人
の
犯
罪
者
の
闘
争
を
描
く
︿
犯
罪
小
説
﹀
で
も
あ
る
。

　

江
戸
川
乱
歩
は
﹁
一
般
文
壇
と
探
偵
小
説
﹂︵﹃
宝
石
﹄
一
九
四
七
・
五
︶
の
中
で
、

大
正
期
の
探
偵
小
説
を
牽
引
し
た
人
物
と
し
て
谷
崎
潤
一
郎
・
芥
川
龍
之
介
・
佐

藤
春
夫
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
芥
川
の
︿
探
偵
小
説
﹀
と
さ
れ
て
い
る
の

は
﹁
偸
盗
﹂﹁
開
化
の
殺
人
﹂﹁
地
獄
変
﹂﹁
影
﹂﹁
妖
婆
﹂﹁
疑
惑
﹂
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
広
義
のm

ystery

小
説
に
は
属
す
る
が
、detective story

︵
犯
罪
捜
査
小
説
︶

の
要
素
を
含
ま
ず
、
当
時
の
概
念
で
言
え
ば
﹁
変
格
探
偵
小
説
﹂
に
相
当
す
る
。
た

だ
し
、
現
在
で
は
怪
奇
・
幻
想
小
説
と
し
て
流
通
し
て
い
る
﹁
影
﹂﹁
妖
婆
﹂
も
含

め
、
す
べ
て
の
作
品
で
強
盗
・
殺
人
・
監
禁
・
強
姦
な
ど
の
犯
罪
行
為
が
扱
わ
れ
て

い
る
。
甲
賀
は
前
出
の
﹁
探
偵
小
説
講
話
︱
︱
ま
え
書
﹂
の
中
で
、﹁
探
偵
は
勿
論

犯
罪
ら
し
き
も
の
さ
へ
な
い
も
の
﹂
を
﹁
探
偵
小
説
の
名
か
ら
排
斥
﹂
す
る
こ
と
を

提
言
し
て
い
る
が
、
右
記
の
作
品
群
は
﹁
犯
罪
﹂
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
よ
り
、
辛
う

じ
て
︿
探
偵
小
説
﹀
の
資
格
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
吉
田
司
雄
は
芥
川

の
︿
探
偵
小
説
﹀
の
特
徴
に
つ
い
て
﹁
本
格
推
理
小
説
的
な
ゲ
ー
ム
性
か
ら
逸
脱
し
、

犯
罪
者
や
被
害
者
の
異
常
な
心
理
や
幻
想
怪
奇
な
雰
囲
気
に
力
点
を
置
い
た
も
の
が

多
い
﹂︶

10
︵

と
総
括
し
て
い
る
。
芥
川
は
混
沌
と
し
た
状
況
に
秩
序
を
も
た
ら
す
探
偵
行

為
よ
り
も
、
犯
罪
者
が
生
み
出
す
カ
オ
ス
な
状
況
に
関
心
を
向
け
る
タ
イ
プ
の
作
家

で
あ
っ
た
。
乱
歩
も
ま
た
、﹁
探
偵
小
説　

定
義
と
類
別
﹂︵﹃
幻
影
城
﹄
岩
谷
書
店
、

一
九
五
一
・
五
︶
の
中
で
︿
探
偵
小
説
﹀
を
﹁
主
と
し
て
犯
罪
に
関
す
る
難
解
な
秘

密
が
、
論
理
的
に
、
徐
々
に
説
か
れ
て
い
く
経
路
の
面
白
さ
を
主
眼
と
す
る
文
学
﹂

と
定
義
す
る
一
方
で
、﹁
探
偵
小
説
の
興
味
は
半
ば
犯
罪
そ
の
も
の
か
ら
来
る
と
云

つ
て
も
よ
い
﹂
と
も
述
べ
て
お
り
、
探
偵
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
犯
罪
者
の
心
理

に
対
す
る
読
者
の
注
意
を
促
し
て
い
る
。﹁
犯
罪
そ
の
も
の
﹂
や
犯
罪
者
の
心
理
に

対
す
る
﹁
興
味
﹂
の
在
り
方
に
お
い
て
、
芥
川
と
乱
歩
は
近
い
資
質
を
持
っ
て
い
た

よ
う
に
思
え
る
。

　
﹁
藪
の
中
﹂
は
、﹁
真
相
は
藪
の
中
﹂
と
い
う
慣
用
句
が
派
生
し
た
こ
と
が
示
す
よ

う
に
、
真
相
︵
＝
客
観
的
事
実
︶
へ
の
到
達
の
不
可
能
性
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
証
言
︵
＝
主
観
的
事
実
︶
の
集
積
が
生
み
出
す
迷
宮
な
い
し
は
混
沌
が

︿
藪
の
中
﹀
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
正
体
で
あ
ろ
う
。﹁
報
恩
記
﹂
に
お
け
る
︿
阿
馬
港

甚
内
﹀
と
い
う
存
在
も
ま
た
、
洛
中
の
噂
︵
＝
目
撃
証
言
︶
の
中
で
は
、
実
相
を
捉

え
る
こ
と
が
不
可
能
な
一
つ
の
混
沌
と
化
し
て
い
る
。

し
か
し
甚
内
は
ど
こ
に
ゐ
る
か
？　

甚
内
は
何
を
し
て
ゐ
る
か
？
︱
︱
誰
に
そ

れ
が
わ
か
り
ま
せ
う
？　

第
一
甚
内
は
ど
ん
な
男
か
？
︱
︱
そ
れ
さ
へ
知
つ
て

ゐ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
が
遇
つ
た
贋
雲
水
は
四
十
前
後
の
小
男
で

す
。
が
、
柳
町
の
廓
に
ゐ
た
の
は
、
ま
だ
三
十
を
越
え
て
い
な
い
、
赧
ら
顔
に

鬚
の
生
へ
た
、
浪
人
だ
と
云
ふ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

歌
舞
伎
の
小
屋
を
擾

が
し
た
と
云
ふ
、
腰
の
曲
つ
た
紅
毛
人
、
妙
国
寺
の
財
宝
を
掠
め
た
と
云
ふ
、

前
髪
の
垂
れ
た
若
侍
、
︱
︱
そ
う
云
ふ
の
を
皆
甚
内
と
す
れ
ば
、
あ
の
男
の
正

体
を
見
分
け
る
事
さ
へ
、
到
底
人
力
に
は
及
ば
な
い
筈
で
す
。︵
③
︶

　

右
引
用
文
の
語
り
手
で
あ
る
弥
三
郎
が
﹁
そ
う
云
ふ
の
を
皆
甚
内
と
す
れ
ば
﹂
と

い
う
留
保
を
つ
け
て
い
る
よ
う
に
、
別
々
の
人
物
が
︿
噂
﹀︵
＝
目
撃
証
言
︶
の
中

で
︿
阿
媽
港
甚
内
﹀
と
名
指
し
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
指
し
示
す
べ
き
︿
実
体
﹀
が
不
在
の
ま
ま
︿
記
号
﹀︵
＝
イ
メ
ー
ジ
︶
の
み

が
複
製
さ
れ
続
け
、
遂
に
︿
記
号
﹀
が
︿
実
体
﹀
と
等
価
値
に
な
る
と
い
う
状
態
を

ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ア
ー
ル
は
シ
ミ
ュ
ラ
ー
ク
ル
︵sim

ulacre

︶
と
呼
ん
だ
が
、﹁
世

間
の
噂
﹂
の
中
で
増
殖
し
、
存
在
感
を
増
し
て
い
く
︿
阿
媽
港
甚
内
﹀
は
ま
さ
に
そ

れ
で
あ
る
。

　

大
都
市
の
︿
噂
﹀
の
中
に
浮
遊
す
る
正
体
不
明
の
存
在
と
い
う
意
味
で
は
、
阿

媽
港
甚
内
は
本
家
ル
パ
ン
よ
り
も
む
し
ろ
、
乱
歩
が
生
み
出
し
た
和
製
ル
パ
ン

と
も
い
う
べ
き
怪
人
二
十
面
相
に
近
い
。﹁
怪
人
二
十
面
相
﹂︵﹃
少
年
倶
楽
部
﹄
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一
九
三
六
・
一
～
一
二
︶
の
冒
頭
部
分
を
、
特
に
傍
線
部
に
注
目
し
な
が
ら
読
む
と
、

阿
媽
港
甚
内
と
の
類
縁
性
が
感
じ
ら
れ
て
来
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
頃
、
東
京
中
の
町
と
い
う
町
、
家
と
い
う
家
で
は
、
二
人
以
上
の
人
が
顔

を
合
わ
せ
さ
え
す
れ
ば
、
ま
る
で
お
天
気
の
挨
拶
で
も
す
る
よ
う
に
、
怪
人

﹁
二
十
面
相
﹂
の
噂
を
し
て
い
ま
し
た
。﹁
二
十
面
相
﹂
と
い
う
の
は
、
毎
日
毎

日
新
聞
記
事
を
賑
わ
し
て
い
る
、
不
思
議
な
盗
賊
の
渾
名
で
す
。
そ
の
賊
は

二
十
の
全
く
違
っ
た
顔
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
変
装

が
飛
切
上
手
な
の
で
す
。︵
中
略
︶

で
は
、
そ
の
賊
の
本
当
の
年
は
い
く
つ
で
、
ど
ん
な
顔
を
し
て
い
る
の
か
と
い

う
と
、
そ
れ
は
誰
一
人
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
二
十
種
も
の
顔
を
忘
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
程
、
絶
え
ず
違
っ
た
顔
、
違
っ
た

姿
で
、
人
の
前
に
現
れ
る
の
で
す
。

　
﹁
探
偵
小
説
の
根
源
的
な
社
会
的
内
容
は
、
大
都
市
の
群
衆
の
な
か
で
個
人
の
痕

跡
が
消
え
る
こ
と
で
あ
る
﹂︶

11
︵

と
言
っ
た
の
は
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
で
あ
る
が
、

乱
歩
の
探
偵
小
説
の
中
に
は
、︿
変
装
﹀
と
︿
匿
名
﹀
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
︿
個
人
﹀

と
し
て
の
痕
跡
を
消
滅
さ
せ
、
都
市
生
活
者
と
犯
罪
者
の
間
を
行
き
来
す
る
怪
人
物

達
が
数
多
く
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、﹁
影
男
﹂︵﹃
面
白
倶
楽
部
﹄
一
九
五
五
・
一
～

一
二
︶
の
主
人
公
は
、﹁
影
の
よ
う
な
人
間
﹂
に
な
る
た
め
に
﹁
穏
形
術
忍
法
﹂
を

体
得
し
た
変
装
の
名
人
で
あ
り
、
無
数
の
名
前
と
顔
、
社
会
的
身
分
を
持
っ
て
い
る
。

﹁
悪
神
に
な
る
場
合
が
多
い
が
、
善
神
に
も
な
れ
る
ん
だ
ぜ
﹂
と
う
そ
ぶ
き
、
貧
窮

し
た
家
庭
を
助
け
る
と
こ
ろ
は
現
代
版
鼠
小
僧
の
趣
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
点
も
含

め
、﹁
忍
術
を
使
ふ
﹂
と
︿
噂
﹀
さ
れ
る
阿
媽
港
甚
内
と
の
共
通
点
が
多
い
。﹁
報
恩

記
﹂
に
お
け
る
桃
山
時
代
の
京
都
は
、
近
代
の
東
京
と
同
様
、
西
洋
人
を
含
む
不
特

定
多
数
が
雑
居
す
る
迷
宮
的
な
都
市
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
を
舞
台
に
、
複

数
の
顔
と
姓
を
使
い
分
け
て
奇
抜
な
犯
罪
行
為
を
次
々
と
行
う
阿
媽
港
甚
内
は
、
乱

歩
世
界
に
蠢
く
怪
人
達
と
も
親
和
性
が
高
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
で
あ
る
。
想
像
を

逞
し
く
す
れ
ば
、
乱
歩
の
﹁
怪
人
二
十
面
相
﹂
や
﹁
影
男
﹂
に
、
芥
川
の
﹁
報
恩
記
﹂

が
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
す
ら
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、そ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
﹁
報
恩
記
﹂

に
、
江
戸
川
乱
歩
が
︿
探
偵
小
説
﹀
と
い
う
形
で
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
る
役
目

を
担
っ
た
の
も
、
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

三　
〈
忍
者
〉
と
し
て
の
阿
馬
港
甚
内

　
﹁
世
間
の
噂
を
聞
い
て
御
覧
な
さ
い
。
阿
媽
港
甚
内
は
、
忍
術
を
使
ふ
、
︱
︱
誰

で
も
皆
さ
う
云
つ
て
ゐ
ま
す
﹂︵
①
︶
と
甚
内
自
身
が
述
べ
る
場
面
が
あ
る
。
た
し

か
に
、﹁
一
夜
に
五
つ
の
土
蔵
を
破
つ
た
﹂
り
﹁
八
人
の
参
河
侍
を
斬
り
倒
﹂
す
︵
③
︶

と
い
っ
た
超
人
的
な
身
体
能
力
は
、
盗
賊
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
大
衆
向
け
の
娯

楽
活
劇
に
登
場
す
る
忍
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。
そ
れ
以
上
に
忍
者
的
な
の
は
、﹁
何

に
で
も
姿
を
変
へ
る
と
云
ふ
﹂︵
③
︶
正
体
の
不
確
定
性
で
あ
り
、
変
装
術
を
用
い

て
市
井
に
潜
伏
す
る
隠
密
性
で
あ
り
、
京
都
洛
中
は
お
ろ
か
阿
馬
港
︵
マ
カ
オ
︶
や

呂
宋
︵
ル
ソ
ン
島
︶
に
ま
で
出
現
す
る
神
出
鬼
没
性
に
あ
る
。﹁
天
下
に
噂
の
高
い
、

日
本
第
一
の
大
盗
人
﹂︵
③
︶
で
あ
る
筈
の
阿
媽
港
甚
内
だ
が
、
南
蛮
時
の
伴
天
連

に
対
し
て
﹁
わ
た
し
も
思
い
の
外
、
盗
み
ば
か
り
し
て
も
ゐ
な
い
の
で
す
﹂︵
①
︶

と
語
っ
た
後
に
、
次
の
よ
う
な
﹁
行
状
﹂
を
並
べ
立
て
て
い
る
。

い
つ
ぞ
や
聚
楽
の
御
殿
へ
召
さ
れ
た
呂
宋
助
左
衛
門
の
手
代
の
一
人
も
、
確
か

甚
内
と
名
乗
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
ま
た
利
休
居
士
の
珍
重
し
て
ゐ
た
﹁
赤
が
し

ら
﹂
と
称
え
る
水
さ
し
も
、
そ
れ
を
贈
つ
た
連
歌
師
の
本
名
は
、
甚
内
と
か
云

つ
た
と
聞
い
て
い
ゐ
ま
す
。
そ
う
云
へ
ば
つ
い
二
三
年
以
前
、
阿
媽
港
日
記
と

云
ふ
本
を
書
い
た
、
大
村
あ
た
り
の
通
辞
の
名
前
も
、
甚
内
と
云
ふ
の
で
は
な

か
つ
た
で
せ
う
か
？　

そ
の
外
三
条
河
原
の
喧
嘩
に
、甲
比
丹
﹁
ま
る
ど
な
ど
﹂

を
救
つ
た
虚
無
僧
、
堺
の
妙
国
寺
門
前
に
、
南
蛮
の
薬
を
売
つ
て
ゐ
た
商
人
、

⋮
⋮
さ
う
云
ふ
も
の
も
名
前
を
明
か
せ
ば
、
何
が
し
甚
内
だ
つ
た
の
に
違
ひ
あ
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り
ま
せ
ん
。
い
や
、
そ
れ
よ
り
も
大
事
な
の
は
、
去
年
こ
の
﹁
さ
ん
・
ふ
ら
ん

し
す
こ
﹂
の
御
寺
へ
、
お
ん
母
﹁
ま
り
や
﹂
の
爪
を
収
め
た
、
黄
金
の
舎
利
塔

を
献
じ
て
ゐ
る
の
も
、
や
は
り
甚
内
と
云
ふ
信
徒
だ
っ
た
筈
で
す
。︵
①
︶

　

ま
る
で
他
人
事
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
﹁
行
状
﹂
の
数
々
。
高
橋
博
史
は
﹁
一
人
の

甚
内
が
行
為
に
対
応
し
て
様
々
な
甚
内
へ
と
分
化
・
変
身
し
て
い
る
。
甚
内
と
い
う

名
は
、
そ
の
分
化
・
変
身
す
る
運
動
に
与
え
ら
れ
た
名
前
と
見
な
す
こ
と
が
で
き

る
﹂︶

12
︵

と
指
摘
し
て
い
る
。﹁
わ
た
し
は
甚
内
と
云
ふ
も
の
で
す
。
苗
字
は
︱
︱
さ
あ
、

世
間
で
は
ず
つ
と
前
か
ら
、
阿
媽
港
甚
内
と
云
つ
て
ゐ
る
や
う
で
す
﹂
と
い
う
口
上

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
無
数
の
対
社
会
的
人
格
︵
ペ
ル
ソ
ナ
︶
を
持
つ
阿
媽
港
甚

内
に
と
っ
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
拠
り
所
は
姓
で
は
な
く
﹁
甚
内
﹂
と
い
う

名
前
の
ほ
う
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
﹁
甚
内
﹂
と
い
う
名
前
に
つ
い
て
、
高
橋
龍
夫
は
江
戸
初
期
の
盗
賊
で
あ
る

勾
坂
甚
内
に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る︶

13
︵

。
勾
坂
︵
高
坂
・
向
坂
・
幸
坂
︶
甚

内
は
甲
州
武
田
家
の
重
臣
・
勾
坂
弾
正
の
子
︵
あ
る
い
は
孫
︶
と
も
、
宮
本
武
蔵
の

弟
子
と
も
言
わ
れ
る
が
、
や
が
て
盗
賊
団
の
首
領
と
な
り
、
一
時
は
幕
府
か
ら
盗
賊

の
取
締
役
を
任
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
最
後
は
幕
府
に
捕
ら
え
ら
れ
て

処
刑
さ
れ
た
。
大
衆
文
芸
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
初
世
並
木
五
瓶
作
の
上
方
歌
舞
伎

﹁
傾
城
黄
金
鯱
﹂︵
一
七
八
三
︶
で
は
柿
木
金
助
︵
名
古
屋
城
の
金
鯱
の
鱗
を
盗
ん
だ

と
さ
れ
る
大
泥
棒
︶
の
乳
兄
弟
、馬
場
文
耕
の
読
本
﹃
皿
屋
敷
弁
疑
録
﹄︵
一
七
五
八
︶

で
は
お
菊
︵
殺
害
さ
れ
て
亡
霊
と
な
る
︶
の
父
親
と
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
期
の
大
泥

棒
の
ア
イ
コ
ン
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
浅
草
橋
付
近
に
あ
る

彼
を
祀
っ
た
﹁
甚
内
神
社
﹂
は
、瘧
︵
マ
ラ
リ
ア
︶
に
ご
利
益
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

隅
田
川
を
挟
ん
だ
対
岸
の
本
所
︵
現
・
墨
田
区
両
国
︶
で
生
育
し
た
芥
川
が
、
そ
の

神
社
の
名
称
や
来
歴
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
高
橋
龍
夫
の
指

摘
通
り
で
あ
る
。

　

実
は
、
江
戸
初
期
に
は
向
坂
甚
内
以
外
に
も
、
鳶
沢
︵
飛
沢
︶
甚
内
・
庄
司
甚
内

と
い
う
盗
賊
が
お
り
、三
人
合
わ
せ
て﹁
三
甚
内
﹂︵
寛
永
三
甚
内
︶と
呼
ば
れ
て
い
た
。

江
戸
後
期
に
書
か
れ
た
大
浄
敬
順
﹃
十
方
庵
遊
歴
雑
記
﹄︵
一
八
二
九
︶
三
巻
上

－

三
二
に
﹁
三
甚
内
﹂
に
関
す
る
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
国
枝
史
郎
の
短
編
﹁
三
甚
内
﹂

︵﹃
ポ
ケ
ッ
ト
﹄
一
九
二
五
・
一
︶
の
結
び
に
﹁
浅
草
鳥
越
に
お
い
て
勾
坂
甚
内
は
磔

刑
に
処
せ
ら
れ
無
残
の
最
後
を
と
げ
た
さ
う
で
あ
る
が
、
庄
司
、
富
沢
の
二
甚
内
は

め
で
た
く
天
寿
を
全
う
し
畳
の
上
で
往
生
を
と
げ
、
一
は
吉
原
の
起
源
を
造
り
一
は

今
日
の
富
沢
町
の
濫
觴
を
作
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
庄
司
甚

内
は
後
に
江
戸
幕
府
の
許
可
を
得
て
江
戸
の
各
所
に
あ
っ
た
遊
女
街
を
ま
と
め
て
元

吉
原
と
し
、
名
前
を
甚
右
ヱ
門
と
改
め
て
元
締
め
と
な
っ
た
。
鳶
沢
甚
内
は
幕
府
の

勾
坂
甚
内
追
討
に
協
力
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、後
に
日
本
橋
で
古
着
商
を
始
め
、

現
在
の
富
沢
町
は
、
彼
の
名
に
ち
な
ん
だ
鳶
沢
町
に
由
来
す
る
と
い
う
。﹁
三
甚
内
﹂

は
明
治
期
に
入
っ
て
も
相
応
の
知
名
度
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。講
談﹃
侠
客
三
甚
内
﹄︵
錦

城
斎
貞
玉
演
、
文
事
堂
、
一
八
九
七
︶
は
﹁
三
人
が
助
太
刀
を
し
ま
し
て
十
七
に
相

成
る
孝
女
に
仇
討
を
致
さ
せ
ま
し
た
お
話
し
﹂
で
、﹁
三
甚
内
﹂
が
︿
義
賊
﹀
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。

　
﹁
報
恩
記
﹂
に
お
い
て
、
名
前
が
同
じ
で
姓
が
異
な
る
﹁
甚
内
﹂
が
複
数
存
在
し
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
正
体
は
盗
賊
で
あ
る
と
い
う
発
想
は
、﹁
三
甚
内
﹂
に
起
源
を
持

つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
甚
内
﹂
と
い
う
名
前
は
前
近
代
に
お
い
て
は

一
般
的
な
人
名
で
あ
る
が
、﹁
甚
内
橋
﹂
や
﹁
甚
内
神
社
﹂
が
勾
坂
甚
内
に
由
来
す

る
こ
と
が
江
戸
・
東
京
の
庶
民
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
判
る
よ
う

に
、
大
泥
棒
を
意
味
す
る
ア
イ
コ
ン
と
し
て
も
機
能
し
て
い
た
も
の
と
思
し
い
。
そ

う
し
た
文
化
的
記
憶
が
継
承
す
る
形
で
、
芥
川
は
﹁
日
本
第
一
の
大
盗
人
﹂
に
﹁
甚

内
﹂
の
名
前
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
。

　

ア
イ
コ
ン
と
し
て
の
大
泥
棒
と
言
え
ば
、﹁
報
恩
記
﹂
は
桃
山
時
代
の
京
都
を
舞

台
に
し
て
い
な
が
ら
、
石
川
五
右
衛
門
の
名
前
が
全
く
出
て
こ
な
い
。
恐
ら
く
、
阿

媽
港
甚
内
を
﹁
日
本
第
一
の
大
盗
人
﹂
と
し
て
表
現
す
る
上
で
邪
魔
だ
っ
た
の
で
あ



－59－

ろ
う
。
た
だ
し
、
甚
内
が
﹁
根
来
寺
の
塔
に
住
ん
で
ゐ
た
﹂︵
②
︶
と
あ
る
の
は
、

豊
臣
秀
吉
の
雑
賀
攻
め︵
紀
州
征
伐
︶の
際
に
、五
右
衛
門
が
僧
兵
・
根
来
小
水
茶︵
小

密
茶
︶
と
共
に
最
後
ま
で
秀
吉
に
抵
抗
し
た
が
、
根
来
寺
の
塔
の
上
ま
で
追
い
詰
め

ら
れ
、
屋
根
か
ら
垂
れ
て
い
た
九
輪
の
大
鎖
を
使
っ
て
脱
出
し
た
│
│
と
い
う
巷
説

を
踏
ま
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
阿
媽
港
甚
内
は
鼠
小
僧
や
﹁
三

甚
内
﹂
の
み
な
ら
ず
、
石
川
五
右
衛
門
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
併
せ
持
つ
盗
賊
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

藤
林
保
義
の
忍
術
兵
法
書
﹃
萬
川
集
海
﹄︵
一
六
七
六
︶
に
﹁
抑
、
忍
芸
ハ
ホ
ボ

盗
賊
ノ
術
ニ
近
シ
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、忍
者
と
盗
賊
は
極
め
て
近
し
い
存
在
で
あ
り
、

両
者
は
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
石
川
五
右
衛
門
は
様
々
な

史
料
に
名
を
残
す
実
在
の
盗
賊
だ
が
、
江
戸
期
の
読
本
﹃
賊
禁
秘
誠
談
﹄︵
東
武
残

光
作
、
一
六
六
七
年
頃
︶
以
降
、
百
地
三
太
夫
門
下
の
伊
賀
忍
者
で
、
父
の
敵
の
豊

臣
秀
吉
の
暗
殺
に
失
敗
し
て
刑
死
す
る
と
い
う
人
物
像
が
確
立
す
る︶

14
︵

。
そ
し
て
、﹁
三

甚
内
﹂
も
ま
た
、
元
は
忍
者
で
あ
っ
た
と
い
う
巷
説
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
勾
坂

甚
内
は
武
田
家
配
下
の
透
波
︵
忍
者
︶
の
頭
目
、
鳶
沢
甚
内
・
庄
司
甚
内
は
と
も
に
、

小
田
原
の
後
北
条
家
の
風
魔
︵
風
間
・
風
摩
︶
党
に
所
属
す
る
忍
者
で
あ
っ
た
と
い

う
。
国
枝
史
郎
﹁
三
甚
内
﹂︵
前
出
︶
に
は
﹃
緑
林
黒
白
﹄
な
る
大
盗
伝
か
ら
の
引

用
が
あ
り
、
庄
司
甚
内
に
つ
い
て
﹁
忍
術
に
妙
を
得
、
力
量
三
十
人
に
倍
し
、
日
に

四
十
里
を
歩
し
、
昼
夜
ね
ぶ
ら
ざ
る
に
倦
事
な
し
﹂、
鳶
沢
甚
内
に
つ
い
て
は
﹁
早

業
に
一
流
を
極
め
、
幅
十
間
の
荒
沢
を
飛
び
越
へ
る
事
は
鳥
獣
よ
り
も
身
体
軽
く
、

ゆ
え
に
自
ら
飛
沢
と
号
す
﹂
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
﹃
緑
林
黒
白
﹄
は
国
文
学

研
究
資
料
館
の
﹁
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
﹂
に
も
掲
載
さ
れ
て
お

ら
ず
詳
細
は
不
明
だ
が
、
右
記
の
叙
述
内
容
は
﹃
十
方
庵
遊
歴
雑
記
﹄︵
前
出
︶
か

ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
。
丹
野
顕
に
よ
れ
ば
﹁
江
戸
時
代
に
は
た
く
さ
ん
の
大
盗
・

小
盗
が
江
戸
お
よ
び
関
東
・
甲
信
越
で
う
ご
め
い
て
い
た
。
盗
賊
の
発
生
の
も
と
に

な
っ
た
の
は
天
正
一
〇
年
︵
一
五
八
二
︶
の
武
田
氏
の
滅
亡
と
、
つ
い
で
天
正
一
八

年
の
北
条
氏
の
降
伏
で
、
大
量
の
敗
残
兵
が
あ
い
つ
い
で
生
ま
れ
た
た
め
で
あ
る
﹂︶

15
︵

。

そ
の
敗
残
兵
の
中
に
は
透
波
や
風
魔
党
と
い
っ
た
忍
者
も
含
ま
れ
て
お
り
、
彼
ら
の

技
術
が
最
も
活
用
で
き
る
職
業
は
盗
賊
で
あ
っ
た
。
忍
者
と
盗
賊
が
同
一
視
さ
れ

る
の
も
、
根
拠
の
な
い
話
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
浦
浄
心
﹃
慶
長
見
聞
集
﹄

︵
一
六
一
四
︶
の
﹁
関
八
州
盗
人
狩
事
﹂
に
は
、
勾
坂
甚
内
が
盗
賊
同
士
の
縄
張
り

争
い
か
ら
、
同
業
者
で
元
忍
者
の
風
魔
小
太
郎
の
隠
れ
家
を
幕
府
に
密
告
し
て
賞
金

を
得
た
と
い
う
逸
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
山
田
風
太
郎
の
短
編
﹁
忍
者
向

坂
甚
内
﹂︵﹃
オ
ー
ル
読
物
﹄
一
九
六
二
・
一
二
︶
は
﹁
三
甚
内
﹂
が
揃
っ
て
元
風
魔

忍
者
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
に
こ
の
よ
う
な
巷
説
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
敵
味
方
い
ず
れ
に
せ
よ
、﹁
三
甚
内
﹂
は
元
北
条
氏
配
下
の
風
魔
一
党
と
縁

が
深
い
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
巷
説
を
踏
ま
え
て
芥
川
の
﹁
報
恩
記
﹂
を
読
む
と
、﹁
凩

の
真
夜
中
﹂︵
①
︶
に
現
れ
た
大
泥
棒
の
﹁
甚
内
﹂
が
旧
恩
あ
る
﹁
北
条
屋
﹂
を
救

う
と
い
う
設
定
か
ら
、
北
条
氏
︱
風
魔
︱
甚
内
の
関
係
性
を
想
起
せ
ざ
る
を
得
な
い

の
だ
が
、﹁
三
甚
内
﹂
が
元
忍
者
で
あ
る
と
い
う
巷
説
を
、
芥
川
が
知
っ
て
い
る
可

能
性
は
あ
り
得
た
の
だ
ろ
う
か
。
偶
然
だ
と
す
れ
ば
実
に
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
阿
媽
港
甚
内
自
身
は
﹁
忍
術
を
使
ふ
﹂
と
い
う
世
間
の
噂
を
否
定
し
て

い
る
。わ

た
し
は
忍
術
も
使
は
な
け
れ
ば
、
悪
魔
も
味
方
に
は
し
て
ゐ
な
い
の
で
す
。

た
だ
阿
媽
港
に
い
た
時
分
、
葡ぽ
る
と萄
牙が
る

の
船
の
医
者
に
、
究
理
の
学
問
を
教
は
り

ま
し
た
。
そ
れ
を
実
地
に
役
立
て
さ
へ
す
れ
ば
、
大
き
い
錠
前
を
ね
じ
切
つ
た

り
、
重
い
閂
を
外
し
た
り
す
る
の
は
、
格
別
む
づ
か
し
い
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

︵
微
笑
︶
今
ま
で
に
な
い
盗
み
の
仕
方
、
︱
︱
そ
れ
も
日
本
と
云
ふ
未
開
の
土

地
は
、
十
字
架
や
鉄
砲
の
渡
来
と
同
様
、
や
は
り
西
洋
に
教
は
つ
た
の
で
す
。

︵
①
︶

　
﹁
忍
術
を
使
ふ
﹂
こ
と
と
﹁
悪
魔
を
味
方
に
す
る
﹂
こ
と
が
並
置
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
見
て
、
こ
こ
で
い
う
﹁
忍
術
﹂
と
は
体
術
や
技
術
と
い
う
よ
り
も
、
巻
物
を
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く
わ
え
印
を
結
ん
で
蝦
蟇
に
変
じ
る
と
い
う
類
の
、
物
理
法
則
を
超
越
し
た
魔
法
や

妖
術
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
芥
川
は
﹁
忍
術
﹂
を

ど
の
よ
う
な
も
の
と
認
識
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。﹁
報
恩
記
﹂
以
外
の
小
説
に
忍

者
ら
し
き
人
物
が
登
場
し
た
り
、﹁
忍
術
﹂
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
た
例
は
思
い
当

た
ら
な
い
が
、
芥
川
文
学
と
﹁
忍
術
﹂
の
接
点
が
他
に
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ご
く

初
期
の
習
作
戯
曲
﹁
青
年
と
死
と
﹂︵﹃
新
思
潮
﹄
一
九
一
四
・
九
︶
は
、
二
人
の
若

き
バ
ラ
モ
ン
が
隠
身
の
術
︵
透
明
化
の
術
︶
を
使
い
後
宮
に
侵
入
す
る
が
、
足
跡
か

ら
兵
卒
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
一
人
が
命
を
落
と
す
と
い
う
物
語
で
あ
る
が
、
そ
の
典

拠
で
あ
る
﹃
仏
教
各
宗
高
僧
実
伝
﹄︵
博
文
館
、
一
八
九
六
・
一
一
︶
所
収
﹁
龍
樹
菩

薩
伝
﹂
の
芳
賀
矢
一
に
よ
る
注
釈
の
中
に
、﹁
此
穏
身
の
術
と
云
は
俗
に
忍し
の
び

術じ
ゅ
つ

と
い

へ
る
類
に
し
て
。
游い
う

偵て
い

。
諜て
う

者し
や

。
細さ
い

作さ
く

。
邏ら

侯こ
う

。
接せ
つ

伺し

間か
ん

諜て
ふ

。
以
上
左
傳
の
注
に
見

え
て
皆
忍し
の
び
の

者
の
こ
と
と
す
﹂
と
あ
る
。
明
代
の
﹃
五
雑
爼
﹄
か
ら
の
引
用
で
五
遁
︵
金

遁
・
木
遁
・
水
遁
・
火
遁
・
土
遁
︶
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
深
山
で
四
九

日
間
修
行
し
て
﹁
遁
神
﹂
を
錬
る
・
符
咒
を
用
い
て
百
神
を
使
役
す
る
な
ど
、
神
秘

的
な
仙
術
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
芥
川
が
確
実
に
目
に
し
た
筈
の
﹁
忍

術
﹂
及
び
﹁
忍
者
﹂
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

　

し
か
し
、﹁
報
恩
記
﹂
で
は
甚
内
の
超
絶
的
な
盗
み
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
魔
法
の
類

で
は
な
く
、
西
洋
に
学
ん
だ
﹁
究
理
の
学
問
﹂
す
な
わ
ち
物
理
学
の
応
用
で
あ
る
と

い
う
形
で
、﹁
忍
術
﹂
の
合
理
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け

て
の
忍
術
関
係
の
書
籍
と
し
て
は
、岡
田
利
助
﹃
忍
術
気
合
術
秘
伝
﹄︵
一
九
一
六
︶・

伊
藤
銀
月
﹃
忍
術
の
極
意
﹄︵
一
九
一
七
︶、高
田
俊
一
郎
﹃
忍
術
魔
法
秘
伝
﹄︵
同
︶、

武
揚
軒
建
斎
﹃
忍
術
気
合
秘
伝
﹄︵
同
︶
等
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
忍
術
の
合
理
的

説
明
は
あ
る
程
度
な
さ
れ
て
い
る
。
芥
川
が
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
可
能
性
は
低
い
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
大
正
期
は
﹁
忍
術
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
が
︿
妖
術
﹀
か
ら
︿
体
術
﹀

︿
技
術
﹀
へ
と
更
新
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
り
、﹁
報
恩
記
﹂
も
そ
の
方
向
性
と

軌
を
一
に
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
、
阿
媽
港
甚
内
に
は
、
鼠
小
僧
、﹁
三
甚
内
﹂、
石
川
五
右
衛
門
と
い
っ
た
、

江
戸
時
代
の
大
衆
文
化
の
中
で
培
わ
れ
た
忍
者
／
盗
賊
の
イ
メ
ー
ジ
が
複
合
的
に
投

影
さ
れ
て
い
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

　

思
え
ば
、芥
川
文
学
の
中
で
最
も
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
﹁
羅
生
門
﹂﹁
蜘
蛛
の
糸
﹂

﹁
藪
の
中
﹂
は
い
ず
れ
も
盗
賊
が
主
人
公
で
あ
る
︵﹁
藪
の
中
﹂
の
場
合
は
多
襄
丸
・

真
砂
・
武
弘
い
ず
れ
も
が
主
人
公
と
解
釈
で
き
る
︶。
こ
れ
に
﹁
偸
盗
﹂﹁
鼠
小
僧
次

郎
吉
﹂﹁
報
恩
記
﹂
を
加
え
れ
ば
芥
川
の
︿
盗
賊
小
説
﹀
の
系
譜
化
が
可
能
に
な
る
。

芥
川
龍
之
介
と
い
う
作
家
は
実
は
、
ピ
カ
レ
ス
ク
・
ロ
マ
ン
の
書
き
手
と
し
て
世
間

一
般
に
受
容
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
し
て
く
る
。
芥
川
の
描
く
ピ

カ
ロ
︵
悪
漢
︶
の
中
で
も
、
ニ
ヒ
ル
な
悪
党
で
あ
り
な
が
ら
一
抹
の
人
情
味
も
感
じ

さ
せ
る
阿
媽
港
甚
内
は
、
最
も
大
衆
娯
楽
の
ヒ
ー
ロ
ー
︵
＝
ア
ン
チ
ヒ
ー
ロ
ー
︶
た

る
資
質
を
持
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
呼
び
得
る
。

　

ま
た
、
変
装
の
名
人
で
あ
る
阿
媽
港
甚
内
は
、
宋
助
左
衛
門
・
千
利
休
・
豊
臣
秀

次︶
16
︵

と
い
っ
た
歴
史
上
の
人
物
と
接
触
し
て
い
る
。
超
人
的
な
能
力
を
持
つ
稗
史
的
な

存
在
が
正
史
に
介
入
す
る
と
い
う
状
況
設
定
は
、
主
人
公
の
ア
ン
チ
ヒ
ー
ロ
ー
性
と

共
に
、
柴
田
錬
三
郎
・
山
田
風
太
郎
・
隆
慶
一
郎
と
い
っ
た
戦
後
の
作
家
が
描
い
た

様
々
な
忍
法
小
説
・
伝
奇
ロ
マ
ン
小
説
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
日
本
文
化
史
の

中
で
は
異
端
に
属
す
る
切
支
丹
文
化
に
対
す
る
興
味
も
、
上
記
の
三
作
家
に
共
通
し

て
い
る
。

　

芥
川
文
学
の
後
継
者
と
い
う
と
、
堀
辰
雄
か
川
端
康
成
か
、
と
い
っ
た
具
合
に
、

純
文
学
系
列
の
作
家
の
中
に
の
み
求
め
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
柴
田
錬
三
郎
の
よ
う

に
芥
川
の
熱
烈
な
信
奉
者
も
お
り
、
芥
川
の
歴
史
小
説
全
般
に
漂
う
伝
奇
性
や
通
俗

性
が
大
衆
娯
楽
小
説
に
与
え
た
影
響
は
、
今
後
よ
り
深
く
検
証
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
稿
者
は
考
え
て
い
る
。

＊

　
﹁
報
恩
記
﹂
は
、
手
法
が
共
通
す
る
﹁
藪
の
中
﹂
の
二
番
煎
じ
と
さ
れ
て
評
価
は
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あ
ま
り
高
く
な
い
が
、
阿
媽
港
甚
内
の
ロ
マ
ン
溢
れ
る
人
物
造
形
が
、
芥
川
文
学
に

あ
り
得
た
か
も
し
れ
な
い
可
能
性
│
│
通
俗
的
︿
探
偵
小
説
﹀
や
伝
奇
的
︿
忍
者
小

説
﹀
と
い
っ
た
大
衆
娯
楽
小
説
へ
の
発
展
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
う
意
味

で
は
、
大
変
に
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。
本
稿
で
は
テ
キ
ス
ト
自
体
の
読
み
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
他
日
を
期
し
て
稿
を
改
め
た
い

と
思
う
。註

︵
1
︶ 　
﹁
藪
の
中
﹂
お
よ
び
﹁
報
恩
記
﹂
の
独
白
体
形
式
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ

ニ
ン
グ
の
長
詩
劇
﹃
指
輪
と
本
︵T

he R
ing  and  T

he book

︶﹄
の
影
響
を

受
け
て
い
る
。
芥
川
の
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
受
容
に
関
し
て
は
、
水
俣
真
志
﹁
芥
川

龍
之
介
﹁
報
恩
記
﹂
論
﹂﹃
熊
本
県
立
大
学
国
文
研
究
﹄
二
〇
一
〇･

一
〇
︶
に

詳
し
い
。

︵
2
︶ 　

田
村
修
一
﹁﹁
報
恩
記
│
│
命
よ
り
重
い
人
間
の
矜
持
﹂︵﹃
生
誕120

周
年　

芥
川
龍
之
介
﹄
翰
林
書
房
、
二
〇
一
二
・
一
二
︶

︵
3
︶ 　

川
野
良
﹁
芥
川
龍
之
介
﹃
報
恩
記
﹄
の
﹁
報
恩
﹂
の
陰
に
か
く
さ
れ
た
も
の
﹂

︵﹃
岡
大
国
文
論
稿
﹄
一
九
九
一
・
三
︶

︵
4
︶︶ 　

高
橋
博
史
﹁
芥
川
龍
之
介
﹁
報
恩
記
﹂
を
読
む
﹂︵﹃
国
語
国
文
論
集
﹄

一
九
九
〇
・
三
︶

︵
5
︶ 　

注
︵
3
︶
に
同
じ

︵
6
︶ 　

奥
野
久
美
子
﹁
芥
川
龍
之
介
﹁
鼠
小
僧
次
郎
吉
﹂︵﹃
日
本
近
代
文
学
﹄

二
〇
〇
五
・
一
〇
︶

︵
7
︶ 　

海
保
眞
夫
﹁
芥
川
龍
之
介
と
イ
ギ
リ
ス
の
盗
賊
た
ち
﹂﹃
英
語
青
年
﹄

一
九
八
四
・
六
︶

︵
8
︶ 　

篠
崎
美
生
子
﹁
十
円
札
﹂
注
解
︵﹃
芥
川
龍
之
介
全
集
第
11
巻
﹄
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
・
九
︶
に
よ
る
。
随
筆
社
版
﹃
モ
オ
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
全
集
﹄
は
所

蔵
機
関
が
少
な
く
、
詳
細
は
不
明
。

︵
9
︶ 　

栗
田
卓
﹁︿
未
完
﹀
と
﹁
探
偵
小
説
﹂﹂︵﹃
立
教
大
学
日
本
文
学
﹄

二
〇
一
四
・
一
︶

︵
10
︶ 　

吉
田
司
雄
﹁
ミ
ス
テ
リ
ー
﹂︵﹃
芥
川
龍
之
介
大
事
典
﹄
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
二
・
七
︶

︵
11
︶ 　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・
野
村
修
訳
﹁
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
に
お
け
る
第
二

帝
政
期
の
パ
リ
﹂︵﹃
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
│
他
五
篇
﹄
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
・
三
︶

︵
12
︶ 　

注
︵
4
︶
に
同
じ

︵
13
︶ 　

高
橋
龍
夫
﹁
報
恩
記

－

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
光
と
影
﹂︵
宮
坂
覺
編
﹃ 

芥
川
龍
之

介
と
切
支
丹
物
﹄
翰
林
書
房
、
二
〇
一
四
・
四
︶

︵
14
︶ 　

参
照
は
吉
丸
雄
哉
﹁
近
世
に
お
け
る
﹁
忍
者
﹂
の
成
立
と
系
譜
﹂︵﹃
京
都
語

文
﹄
二
〇
一
二
・
一
一
︶

︵
15
︶ 　

丹
野
顕
﹃
江
戸
の
盗
賊
﹄︵
青
春
出
版
社
、
二
〇
〇
五
・
五
︶

︵
16
︶ 　

阿
媽
港
甚
内
が
﹁
殺
生
関
白
の
太
刀
を
盗
ん
だ
﹂
こ
と
が
②
と
③
で
語
ら

れ
て
い
る
が
、
豊
臣
秀
次
の
関
白
就
任
は
一
五
九
一
年
末
、
そ
れ
以
前
の

一
五
八
七
年
に
秀
吉
が
出
し
た
﹁
伴
天
連
追
放
令
﹂
に
よ
っ
て
京
都
の
南
蛮
寺

は
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
で
時
代
考
証
に
は
や
や
難
が
あ
る
。

　

尚
、
本
文
中
に
引
用
し
た
芥
川
の
文
章
は
全
て
﹃
芥
川
龍
之
介
全
集
﹄︵
岩
波

書
店
、
一
九
九
五
︱
九
八
︶
に
拠
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
は
北
大
推
理
小
説
研
究

会
・
忍
術
文
化
研
究
会
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹃
忍
者
と
探
偵
が
出
会
う
と
き
﹄

﹃︵
二
〇
一
四
・
八
・
九
︶
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
い
る
。

︵
い
ぬ
い
え
い
じ
ろ
う　

立
教
大
学
兼
任
講
師
︶


